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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月5日(2021.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、識別情報を変動表示させる変動表示ゲームを表示部に表示可能な遊技制御手
段を備える遊技機に関する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、従来の遊技機において、遊技条件に関する確率（設定値）の設定が可能
となる設定可能状態中（設定変更中）に、遊技のできない状態であることを示唆していな
かった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、遊技機において、確率の設定が可能となる設定可能状態中に、遊技のできな
い状態であることを示唆することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の代表的な一形態では、識別情報を変動表示させる変動表示ゲームを表示部に表
示可能な遊技制御手段を備える遊技機において、遊技条件に関する確率を設定可能な設定
手段を備え、前記遊技制御手段は、当該遊技機への電源投入の際に、前記確率の設定が可
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能となる設定可能状態に移行可能であり、当該設定可能状態に移行する前の電源遮断時に
おける当該遊技機の状態によらず、所定の表示を前記表示部に表示する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一形態によれば、遊技機において、確率の設定が可能となる設定可能状態中に
、遊技のできない状態であることを示唆することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報を変動表示させる変動表示ゲームを表示部に表示可能な遊技制御手段を備える
遊技機において、
　遊技条件に関する確率を設定可能な設定手段を備え、
　前記遊技制御手段は、
　当該遊技機への電源投入の際に、前記確率の設定が可能となる設定可能状態に移行可能
であり、当該設定可能状態に移行する前の電源遮断時における当該遊技機の状態によらず
、所定の表示を前記表示部に表示することを特徴とする遊技機。
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